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全
国
一
般
大
阪
第
61
回
定
期 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
会
を
９
月
26
日
、
Ｊ
Ａ
Ｍ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西
日
本
会
館
で
役
員
・
代
議 

員
な
ど
41
名
の
参
加
で
開 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

催
、
2020
運
動
総
括
、
2021
運 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
動
方
針
・
予
算
、
新
役
員
体 

制
の
確
立
、
新
加
盟
組
合
紹 

介
・
激
励
、
地
裁
・
労
働
委 

員
会
闘
争
組
合
・
支
部
の
支 

援
な
ど
を
活
発
な
論
議
の
中 

で
全
て
の
議
案
を
決
定
。 

大
会
は
、
濱
口
和
彦
副
委
員
長
が
開
会
あ
い
さ
つ
、

議
長
に
田
中
隆
志
代
議
員
（
阪
南
地
域
協
議
会
・
金
岡

興
業
労
組
）
を
選
出
し
、
議
事
を
進
め
た
。
大
会
役
員

を
選
出
後
、
冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
福
島
憲
一
委
員

長
は
「
安
倍
長
期
政
権
の
退
陣
は
事
実
上
放
り
投
げ
で

あ
り
、
政
治
の
信
頼
を
な
く
し
た
。
菅
新
政
権
は
前
政

権
を
引
き
継
ぐ
と
し
て
年
内
解
散
も
視
野
に
あ
り
、
野

党
の
結
集
が
重
要
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
テ
レ
ワ
ー
ク
、

兼
業
・
副
業
な
ど
中
小
や
弱
者
な
ど
雇
用
と
生
活
不
安

な
ど
困
難
な
状
況
に
あ
り
、
生
活
と
権
利
を
守
る
と
り

く
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
春
闘
（
統
一
要
求
、
交
渉
、

合
意
）
は
上
げ
幅
か
ら
賃
金
水
準
な
ど
形
骸
化
の
懸
念

が
あ
る
。
働
き
方
改
革
で
は
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
（
中

小
企
業
2021
・
４
）
が
ス
タ
ー
ト
、
組
織
強
化
拡
大
と
地

裁
・
労
働
委
員
会
闘
争
支
援
と
府
本
部
公
民
評
と
の
連

携
強
化
、
大
阪
都
構
想
・
住
民
投
票
で
大
阪
市
廃
止
を

許
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
訴
え
た
。 

     

来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
、
全
国
一
般
評
議
会
・
亀
﨑
安

弘
事
務
局
長
は
「
菅
新
政
権
は
前
政
権
を
引
き
継
ぐ
と

し
て
警
戒
が
必
要
、
ウ
ー
バ
ー
イ
ー
ツ
な
ど
の
あ
い
ま

い
な
雇
用
、
新
立
憲
民
主
党
と
連
合
産
別
の
関
係
、
2021 

 

春
闘
は
連
合
が
10
月
春
闘
開
始
、
各
地
方
労
組
の
定
期

大
会
は
コ
ロ
ナ
禍
で
書
面
大
会
も
多
い
。
公
共
民
間
評

議
会
と
の
連
携
強
化
を
め
ざ
そ
う
」
と
し
た
。
府
本
部

公
共
サ
ー
ビ
ス
民
間
労
組
評
議
会
・
針
本
尚
住
議
長
は

「
本
日
の
対
面
大
会
は
重
要
で
あ
る
。
労
働
組
合
活
動

は
、
フ
ェ
イ
ス
ツ
ー
フ
ェ
イ
ス
が
基
本
、
予
想
さ
れ
る

解
散
総
選
挙
、
大
阪
市
廃
止
の
住
民
投
票
に
連
帯
し
て

と
り
く
も
う
」
と
呼
び
か
け
た
。
前
田
芳
一
大
会
書
記

長
が
60
通
の
祝
電
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
披
露
し
た
。 

     

大
会
は
、
資
格
審
査
・
議
事
運
営
員
会
よ
り
柳
峰
基

代
議
員
が
大
会
成
立
と
議
事
運
営
、
選
挙
管
理
委
員
会

か
ら
報
告
が
な
さ
れ
た
。 

報
告
事
項
で
は
、
①
2020
年
度
一
般
経
過
報
告
を
道
脇

書
記
長
、
②
2020
年
度
会
計
決
算
報
告
を
新
藤
会
計
、
③

2020
年
度
会
計
監
査
報
告
を
前
田
会
計
監
査
が
行
っ
た
。 

      

新
加
盟
紹
介
・
報
告
を
西
村
書
記
次
長
が
行
っ
た
。

17
組
合
・
支
部
を
紹
介
し
た
。
そ
の
後
、
木
下
執
行
委

員
が
闘
争
組
合
報
告
、
サ
ン
プ
ラ
ザ
労
組
（
上
西
順
一

委
員
長
）
、
◇
内
藤
証
券
労
組
（
平
井
広
文
委
員
長
）
、

◇
ユ
ニ
オ
ン
お
お
さ
か
シ
ー
ク
ス
、
マ
テ
ロ
ッ
ク
ス
、

ホ
ロ
ニ
ク
ス
グ
ル
ー
プ
支
部
（
医
誠
会
）
な
ど
を
紹
介
・

報
告
し
た
。
こ
の
中
で
、
医
療
法
人
医
誠
会
の
闘
い
で

は
、
解
雇
撤
回
の
ビ
ラ
配
布
に
対
し
て
、
法
人
が
仮
処

分
申
立
を
行
っ
て
き
た
こ
と
を
報
告
し
た
。
こ
の
間
の

物
心
両
面
の
あ
た
た
か
い
支
援
へ
の
お
礼
と
今
後
も
引

き
続
く
支
援
・
激
励
を
訴
え
会
場
カ
ン
パ
を
要
請
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

職
場
・
仲
間
の
参
加
を
呼
び
か
け
た
。
次
い
で
全
国
一
般

大
阪
退
職
者
会
よ
り
飯
塚
事
務
局
長
が
報
告
、
青
年 

部
同
様
、
コ
ロ
ナ
禍
で
総
会
を
は
じ
め
多
く
の
行
事
が
中

止
に
追
い
込
ま
れ
た
。
内
藤
証
券
労
組
な
ど
地
裁
・
労
働

委
員
会
傍
聴
支
援
参
加
の
活
動
報
告
を
行
っ
た
。 

      

質
疑
で
は
３
名
の
代
議
員
が
発
言
・
討
論
に
参
加
し
た
。

（
小
野
里
代
議
員
・
日
本
工
業
試
験
所
労
組
、
田
村
代
議

員
（
ユ
ニ
オ
ン
お
お
さ
か
）、
斎
藤
代
議
員
・
ユ
ニ
オ
ン
・

都
島
自
動
車
学
校
支
部
）
か
ら
①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
拡
大
す
る
中
で
退
職
強
要
な
ど
の
現
状
で
仕

事
量
の
減
少
な
ど
へ
の
対
応
、
②
消
費
増
税
と
税
の
滞
納

問
題
、
③
組
合
員
が
増
加
（
７
名
）
、
近
隣
の
同
業
他
社

廃
業
で
入
校
生
の
増
加
、
家
族
手
当
の
基
本
給
繰
り
入
れ

問
題
、
コ
ロ
ナ
閉
鎖
（
４
・
16
～
５
・
15
）
の
中
で
の

賃
金
保
障
問
題
・
課
題
に
対
し
て
本
部
答
弁
後
、
報
告
事

項
、
方
針
案
を
採
択
し
た
。 

    

 
 
 
 
 

 

決
議
で
は
中
島
執
行
委
員
が
① 

反
戦
平
和
・
護
憲
の
闘
い
を
提
案 

採
択
し
、
打
本
執
行
委
員
が
②
組 

織
強
化
・
未
組
織
の
織
化
・
争
議 

組
合
支
援
争
議
組
合
へ
会
場
カ
ン 

パ
を
手
渡
し
全
体
で
激
励
し
た
。 

大
会
宣
言
採
択
で
は
本
田
執
行
委 

員
が
力
強
く
提
起
・
確
認
し
た
。 

 
 

     

大
会
は
、
大
会
ス
ロ
ー 

ガ
ン
を
確
認
し
、
池
堂 

副
委
員
長
が
閉
会
あ
い 

さ
つ
を
行
い
、
福
島
委 

員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ 

ウ
で
終
了
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
代
議
員
の
参
加
で
論
議
！ 

 
 

第
61

回
定
期
大
会
開
催
！ 

 

二
〇
二
一
運
動
方
針
を
決
定
！ 

 

次
い
で
議
事
に
入
り
道
脇
書
記
長
が
第
１
号
議
案 

「
2021
運
動
方
針
案
」、
新
藤
会
計
が
第
２
号
議
案
「
2021
財

政
方
針
・
予
算
案
」
、
藤
原
書
記
次
長
が
第
３
号
議
案

「
2020
秋
季
年
末
闘
争
方
針
案
」
を
提
起
し
た
。 

2021
運
動
方
針
で
は
、
運
動
基
調
と
し
て
①
す
べ
て
の

労
働
者
の
団
結
・
連
帯
で
春
闘
強
化
・
再
構
築
を
図
る
、

②
組
織
化
・
組
織
強
化
、
中
小
労
働
運
動
の
継
承
・
発

展
に
全
力
を
あ
げ
る
、
③
競
争
・
能
力
主
義
に
反
対
し
、

安
心
し
て
働
け
る
職
場
づ
く
り
、
④
公
正
な
取
引
慣
行

実
現
に
む
け
奮
闘
す
る
、
⑤
医
療
、
年
金
、
介
護
な
ど

社
会
保
障
制
度
の
抜
本
改
革
を
実
現
、
⑥
反
戦
・
反
核
・

護
憲
・
平
和
と
民
主
主
義
を
守
り
育
て
る
と
り
く
み
の

実
現
を
図
る
こ
と
を
提
起
。
と
く
に
、
予
測
さ
れ
る
衆

議
院
解
散
総
選
挙
へ
の
対
応
、
組
織
強
化
拡
大
、
未
組

織
の
労
働
者
の
組
織
化
、
地
裁
・
労
働
員
会
闘
争
の
仲

間
の
解
決
促
進
を
図
る
こ
と
が
重
要
と
し
た
。
財
政
方

針
で
は
、
前
年
度
の
収
支
は
微
増 

と
な
っ
た
が
新
年
度
予
算
は
、
組 

織
人
員
増
と
書
記
局
の
拡
充
の
中 

で
厳
し
い
財
政
状
況
が
予
測
さ
れ 

る
中
で
の
予
算
案
を
提
案
し
た
。 

そ
の
た
め
、
財
政
基
盤
の
確
立
と 

組
織
強
化
拡
大
が
求
め
ら
れ
る
と 

し
た
。
秋
季
年
末
闘
争
方
針
は
、 

短
期
決
戦
を
基
本
と
し
て
年
収
増 

の
闘
い
を
め
ざ
そ
う
と
提
起
し
た
。 

     

質
疑
応
答
で
は
、
最
初
に
青
年
部
よ
り
村
山
青
年
部

長
が
こ
の
１
年
間
の
活
動
報
告
を
行
っ
た
。
定
期
大
会

や
定
例
幹
事
会
以
外
は
コ
ロ
ナ
禍
で
軒
並
み
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
が
中
止
・
延
期
と
な
っ
た
。
全
国
一
般
青
年
部
全

国
交
流
会
（
３
月
）、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
（
５
月
）
、

第
90
回
大
阪
地
方
メ
ー
デ
ー(

５
月)

な
ど
中
止
し
た
。

青
年
部
大
会
（
11
・
27
）
な
ど
青
年
部
活
動
へ
多
く
の 

 

職
場
・
仲
間
の
参
加
を
呼
び
か
け
た
。
次
い
で
全

国
一
般
大
阪
退
職
者
会
よ
り
飯
塚
事
務
局
長
が
報
告
、

青
年 

    

質
疑
で
は
３
名
の
代
議
員
が
発
言
・
討
論
に
参
加
し 

 

た
。（
上
西
・
サ
ン
プ
ラ
ザ
労
組
、
平
井
・
内
藤
証
券
労

組
、
斎
藤
・
ユ
ニ
オ
ン
・
都
島
自
動
車
学
校
支
部
）
か

ら
①
地
裁
闘
争
（
10
・
30
、
２
事
件
判
決
）、
11
・
25
、

闘
争
報
告
集
会
・
本
部
）、
②
不
当
労
働
行
為
救
済
申
立

と
そ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

府本部公共ｻｰﾋﾞｽ民間労組 

評議会 2021 年度総会 

 標記の総会が 9 月 28 日、Ｐ

ＬＰ会館で開催、1年間の活動

報告を行い、 

  

「
大
阪
都
構
想
・
住
民
投
票
と
憲
法
」
武
村
弁
護
士
が
講
演  

全
国
一
般
大
阪
の
仲
間
は
、
９
月
９
日
18
時
半
よ
り
、
地
本
事
務
所
４
階
に
お

い
て
自
治
労
・
公
共
民
間
評
議
会
の
仲
間
と
と
も
に
第
14
期
・
第
６
回
ユ
ニ
オ
ン

ス
ク
ー
ル
を
実
現
し
た
（
30
名
参
加
）。
武
村
二
三
夫
弁
護
士
が
大
阪
都
構
想
・

大
阪
市
廃
止
住
民
投
票
（
2020
年
11
月
１
日
実
施
）
の
問
題
点
を
提
起
し
、
そ
れ

を
め
ぐ
っ
て
活
発
な
討
論
を
か
わ
し
た
。 

武
村
弁
護
士
は
、
大
阪
市
廃
止
に
伴
う
問
題
点
に
つ
い
て
①
財
源
と
職
員
の
配

分
②
コ
ス
ト
削
減
・
増
の
問
題
③
区
の
統
廃
合
に
と
も
な
う
住
民
サ
ー
ビ
ス
低
下

の
問
題
④
大
阪
都
構
想
の
狙
い
等
々
に
つ
い
て
講
演
し
た
。
大
阪
市
の
財
源
（
市

税
6601
億
円
と
市
へ
の
地
方
交
付
税
884
億
円
）
の
お
よ
そ
三
分
の
二
が
大
阪
府
に

移
管
し
、
従
来
の
区
を
統
合
し
た
４
つ
の
特
別
区
に
は
三
分
の
一
し
か
予
算
が
行

か
な
い
こ
と
、
人
員
も
45
％
の
職
員
し
か
特
別
区
に
行
か
な
い
こ
と
、
従
っ
て
、

大
阪
市
民
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
す
る
の
は
必
至
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。
二
重
行
政
の
無
駄
を
省
く
と
い
う
松
井
市
長
ら
維
新
の
宣
伝
に
つ
い
て

も
、
削
減
コ
ス
ト
は
140
億
円
と
宣
伝
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
民
営
化
・
民
間
委
託

を
除
け
ば
た
っ
た
4000
万
円
の
削
減
に
し
か
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
実
際
に
か

か
る
コ
ス
ト
は
初
期
コ
ス
ト
が
241
億
円
（
シ
ス
テ
ム
改
修
、
庁
舎
整
備
、
移
転
）、

年
間
運
営
コ
ス
ト
が
30
億
円
（
シ
ス
テ
ム
運
用
、
民
間
ビ
ル
賃
貸
）
も
か
か
る
と

い
う
。
武
村
弁
護
士
は
「
経
済
的
に
は
明
ら
か
に
マ
イ
ナ
ス
が
大
き
い
」
と
断
言

し
た
。
結
局
、
維
新
・
松
井
市
長
ら
の
狙
い
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
て
も

「
広
域
機
能
を
大
阪
府
に
一
元
化
し
て
（
司
令
塔
を
一
本
化
）
し
て
大
阪
の
経
済

成
長
を
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
」
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
だ
が
し
か
し
、
そ
れ
は
夢
洲

駅
に
高
さ
250
メ
ー
ト
ル
超
の
タ
ワ
ー
ビ
ル
を
建
設
（
1000
億
円
超
）
す
る
な
ど
、

カ
ジ
ノ
誘
致
を
優
先
し
た
経
済
成
長
プ
ラ
ン
で
あ
り
、
し
か
も
防
災
や
住
民
サ
ー

ビ
ス
を
無
視
な
い
し
軽
視
し
た
問
題
の
大
き
い
計
画
で
し
か
な
い
。
武
村
弁
護
士

は
こ
の
よ
う
に
都
構
想
に
反
対
す
る
所
以
を
明
ら
か
に
し
て
講
演
を
締
め
く
く

っ
た
。 

討
論
で
は
、
市
と
区
の
職
員
の
異
動
が
問
題
に
な
り
、
自
治
労
の
組
合
員
に
と

っ
て
重
大
問
題
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
維
新
が
大
阪
都
構
想
・
大
阪
市
廃
止
住
民

投
票
で
勝
利
し
た
場
合
、
国
政
レ
ベ
ル
で
自
民
と
組
ん
で
改
憲
策
動
を
強
め
る
こ

と
な
ど
が
討
論
さ
れ
た
。
参
加
者
一
同
、
都
構
想
・
大
阪
市
廃
止
の
住
民
投
票
ま

で
時
間
が
な
い
中
、
反
対
運
動
を
強
め
る
決
意
を
新
た
に
し
た
。 

府
本
部
・
公
共
サ
ー
ビ
ス
労
組
評
議
会
総
会
の
開
催  

９
月
27
日
、
14
時
よ
り
PLP
会
館
に
お
い
て
公
共
サ
ー
ビ
ス
民
間
労
組
評
議

会
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
全
国
一
般
大
阪
も
３
名
の
仲
間
が
参
加
し
福
島
委

員
長
が
来
賓
の
挨
拶
を
行
い
、
大
阪
都
構
想
・
大
阪
市
廃
止
阻
止
に
向
け
て

共
に
闘
う
決
意
を
明
ら
か
に
し
た
。 

総
会
は
主
催
者
挨
拶
が
針
本
議
長
、
司
会
は
前
田
副
議
長
、
議
案
提
案
は

茅
原
事
務
局
長
で
進
め
ら
れ
、
役
員
体
制
を
含
め
提
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。

今
総
会
は
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
り
、
人
数
を
絞
っ
て
開
催
さ
れ
た
が
、
１
年
間
の

取
り
組
み
を
総
括
し
今
後
方
針
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
単
組
の
取
り
組
み

も
報
告
さ
れ
た
。
特
に
「
神
戸
み
の
り
の
公
社
労
働
組
合
」
の
「
苦
節
６
年

が
か
り
の
取
り
組
み
」
で
は
賃
金
の
２
～
３
割
カ
ッ
ト
を
取
り
戻
す
粘
り
強

い
闘
い
が
報
告
さ
れ
参
加
者
の
共
感
を
呼
ん
だ
。
全
国
一
般
大
阪
は
2021

年
度

も
公
民
評
の
仲
間
た
ち
と
と
も
に
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル
等
に
取
り
組
ん
で
い

く
。 

  

  

当面のスケジュール 
《2020年 10月》 
10(土)10:00 大阪市廃止を許さない市民大行動・御堂筋ﾊﾟﾚｰﾄﾞ 中之島公園 
10～11 13:00 自治労第 38回地方自治研全国集会・WEB 青森県 
11(日)13:00 滋賀地方労組学習会     自治労滋賀 
12(月)10:00 マンパワー支部オルグ   全国一般大阪事務所 
   18:00 共立産業支部団交・ＷＥＢ   全国一般大阪事務所 
15(木)12:00 猪熊商会支部オルグ   全国一般大阪事務所 
   15:00 医誠会仮処分（弁）打合せ   弁護士事務所 
16(金)11:00 朝日放送グループ審判   大阪地裁 
   18:00 委託連合第 9回定期大会   大野コミュニティ 
   18:00 ユニオンスクールプロジェクト  全国一般大阪事務所 
17(土)10:00 三池闘争 60年シンポジウム   阿倍野区民センター 

16:00 大阪労働者弁護団第 46回総会  エルおおさか 
18(日)13:30 原発も核燃もいらん！2020関西集会  ドーンセンター 
19(月)18:30 全国一般大阪第 1回執行委員会  全国一般大阪事務所 
22(木)15:00 関西ブロック幹事会   全国一般大阪事務所 
23(金)11:00 内藤証券損賠和解    大阪地裁 
   15:00 阪南地域協議会    サンスクエア堺 
   18:30 青年女性部幹事会      全国一般大阪事務所 
24(土)15:00 第 71回中小労働運動セミナー  全国一般大阪事務所 
   18:00 ユニオンおおおさか 2021年度総会  全国一般大阪事務所 
26(月)19:00 サンプラザ労組執行委員会   富田林市民会館 
27(火)18:00 丸文支部団交    梅田会議室 
   18:00 南大阪地域協議会    永大産業労組 
28(水)18:30 北大阪地域協議会    全国一般大阪事務所 
30(金)18:30 東南地域協議会    サンビー労組 
《2019年 11月》 
06(金)14:30 マテロックス支部弁論   大阪地裁堺支部 
   15:00 府本部第 1回執行委員会   ＰＬＰ会館 
7(土)～8(日) 第 57回護憲大会    滋賀県 
09(月)14:00 サンプラザ労組大会準備   全国一般大阪事務所 
12(木)13:30 労働審判研修会    大阪地裁 
16(月)19:00 サンプラザ労組第 8回大会      富田林市民会館 
18(水)18:30 前川労組執行委員会   本社 
19(木)10:30 内藤証券不払い弁論   大阪地裁 
20(金)～21(土)10:00 関西ブロック労働相談  全国一般大阪事務所 
27(金)19:00 青年女性部第 19回定期大会   全国一般大阪事務所 

 

地裁・労働委員会日程 
◇サンプラザ労組 
・12号異議申立・府労委地裁へ通知、地裁判断中  
・39号高裁確定（労働債権交渉中） 

◇内藤証券労組 
  ・パワハラ等損害賠償訴訟提訴 2018/9/20 
  ・府労委不当労働行為救済申立 2018/10/11 
  ・未払い残業代請求提訴  2019/2/1 
  ・未払い残業代弁論      2020/9/25（次回 11/19) 
  ・地裁損賠弁論和解      2020/10/2（次回 10/22） 
◇高石市委託キンキ興業支部 
 ・調停申請    2020/7/21 
 ・第 1回調停     2020/10/6(次回 11/ ) 
◇マテロックス支部 
 ・解雇撤回地位確認訴訟（堺支部） 2019/7/4 
 ・府労委不当労働行為救済申立 2019/9/2 
 ・最終陳述書提出      2020/10/8 
・地裁弁論      20209/9/25（次回 11/6）  

◇ホロニクスグループ支部 
 ・解雇撤回仮処分申立  2020/9 
 ・第 1回審尋   2020/10/9 
◇医誠会病院 
 ・ビラ配布禁止仮処分申立  2020/9/ 
 ・第 1回審尋   2020/9/28(次回 
◇シークス支部 
 ・解雇撤回労働審判申立  2019/5/14 
 ・第 3回期日(勝利審判)  2019/9/2 
 ・会社異議申立提訴   2019/9 
 ・本訴弁論    2020/8/19（次回 10/9） 
◇朝日放送グループ支部 
 ・解雇撤回労働審判申立  2020/6 
 ・審判期日    2020/9/7(次回 10/16) 

 ◇ＥＱＷＥＬ支部 
  ・解雇撤回労度審判申立  2020/9/ 
  ・審判期日    2020/10/ 

 

 

老
朽
原
発
を
動
か
す
な
！
大
集
会
in
大
阪 

標
記
の
集
会
が
、
９
月
６
日
、
靭
公
園
で
開
催
、
色
々
な
集
会

が
中
止
に
な
る
中
で
、
集
会
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
で
、
嫁
を
誘
っ

て
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
靭
公
園
は
、
集
会
場
と
し
て
は
、
狭
い

公
園
に
な
り
ま
す
。
参
加
者
は
全
国
か
ら
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。 

老
朽
原
発
が
再
稼
働
す
る
危
険
性
を
訴
え
、
関
電
に
中
止
を
訴
え

る
た
め
に
、
1600

名
の
参
加
者
で
抗
議
の
集
会
と
御
堂
筋
デ
モ
を
行

っ
て
来
ま
し
た
。
全
国
一
般
の
参
加
者
は
３
名
で
し
た
。
デ
モ
が

御
堂
筋
に
か
か
る
と
、
右
翼
の
街
宣
車
（
７
台
）
が
デ
モ
参
加
者

に
「
お
前
ら
、
電
気
を
使
う
な
！
」
と
大
き
な
ス
ピ
ー
カ
ー
で
怒

鳴
っ
て
い
た
が
、
私
た
ち
は
、
負
け
ず
に
「
再
稼
働
を
辞
め
ろ
！
」

の
声
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。
会
場
は
炎
天
下
の
中
で
木
の
陰
に
隠

れ
な
が
ら
参
加
し
て
き
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
こ
の
様
な
運
動
を
絶
や
さ
な
い
た
め
に
、

参
加
で
き
る
機
会
が
あ
れ
ば
、
今
後
も
参
加
し
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
共
に
頑
張
ろ
う
！ 

  
 
 
 
 

自
治
労
大
阪
第
65
回
定
期
大
会
開
催
！ 

標
記
の
大
会
を
10
月
３
日
、
フ
ェ
ニ
ー
チ
ェ
堺
で
開
催
、
2020

運
動
総
括
、
2021
運
動
方
針
、
予
算
、
新
役
員
体
制
を
決
定
し
ま

し
た
。
運
動
方
針
で
は
、
組
織
人
員
減
少
な
ど
に
伴
い
、
基
本

組
織
の
強
化
と
非
正
規
10
万
人
組
織
化
実
現
、
財
政
基
盤
確
立

（
組
合
費
値
上
げ
）
の
課
題
に
つ
い
て
活
発
な
論
議
で
確
認
し

ま
し
た
。
大
会
は
全
国
一
般
大
阪
・
藤
原
久
代
代
議
員
含
む
10

名
の
代
議
員
が
活
発
に
発
言
、
役
員
は
西
村
文
雄
新
執
行
委
員

を
含
む
中
野
勝
利
委
員
長
、
木
村
ひ
と
み
書
記
長
の
執
行
体
制

を
選
出
し
ま
し
た
。 

今
大
会
の
課
題
の
一
つ
は
、
府
本
部
財
政
の
確
立
に
む
け
て

組
合
費
200

円
UP
と
い
う
全
国
一
般
大
阪
に
と
っ
て
問
題
で
あ

る
規
約
改
定
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
大
会
ま
で
に
自
治

労
大
阪
府
本
部
と
の
や
り
取
り
の
中
で
、
全
国
一
般
大
阪
の
窮

状
等
を
説
明
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
改
定
問
題
は
、
全
国
一

般
大
阪
だ
け
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
府
本
部
の
す
べ
て
の
単

組
の
問
題
で
も
あ
り
ま
す
。
組
合
費
改
定
は
全
国
一
般
大
阪
の

財
政
基
盤
の
確
立
に
鑑
み
、
継
続
し
て
と
り
く
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
、
再
確
認
さ
せ
ら
れ
る
自
治
労
第
65
回
定
期

大
会
と
な
り
ま
し
た
。 

最
後
に
、
大
会
は
予
測
さ
れ
る
衆
議
院
解
散
総
選
挙
と
11
月

１
日
の
都
構
想
・
住
民
投
票
に
よ
る
大
阪
市
廃
止
を
許
さ
な
い

な
ど
の
大
会
宣
言
を
採
択
し
ま
し
た
。 

 
 

2020 年末 

一時金統一要求 

要求基準 

基準内賃金の 3 ヶ月以上  

闘争戦術 

要求提出日 11 月 6 日 

回答指定日 11 月 13 日 

闘いの山場 

11 月中･下旬 

支 払 日 

12 月初旬を基本に遅

くとも 12 月中旬まで

とする。スト権を確立し

て短期決戦の決着をめ

ざす。 


